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元気な風がふくまち

今
年
も
広
報
な
か
ま
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 私たち　　年生まれの家族でチュー
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平
成
20
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
な
か
ま
っ
子
20
組
を
突
撃
取
材
。

老
若
男
女
問
わ
ず
、
ま
ち
で
出
会
っ
た
人
に
今
年
の
抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

まちで出会った
なかまっ子たちを
スナップ！
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今
年
の
抱
負
な
ん
で
す
か
？

新春企画

な
か
ま
っ
子
20
組
に
聞
き
ま
し
た
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１．��森松俊之さん、志織さん、愛結理ちゃん、由佳理さん、
理子さん　　　　　　　　　　　� �　（中尾四丁目）

２．�石松隼翔ちゃん、美由紀さん、由唯奈ちゃん、
　　直翔ちゃん、　　　　　　　　　� �　（岩瀬三丁目）
３．三原学さん　　　　　　　　　���　　（池田一丁目）
４．�南風原樹さん　　　　　　　� �　（土手ノ内一丁目）
西村昭寛さん　　　　　　　� �　（小田ヶ浦一丁目）

５．鳥井田唯さん　　　　　　　　� �　　（中央二丁目）
�　　山下千与さん　　　　　　　　� �　　（中央二丁目）
６．加島昭二さん　　　　　　　　　　� �（岩瀬一丁目）
７．丸山義則さん、涼さん、由紀さん　� �（通谷六丁目）
８．大八木靜希ちゃん、美智枝さん、優菜ちゃん（垣生）
９．�松原セツ子さん　　　　　　� �　（小田ヶ浦二丁目）
徳安ヨシ子さん　　　　　　　　� �　（弥生一丁目）

10．川渕泉さん、彩音ちゃん　　　��　　（中央四丁目）
11．田中定寛さん　　　　　　　��　（小田ヶ浦一丁目）
12．江﨑智惠子さん　　　　　　　��　（扇ヶ浦三丁目）
1�．�神谷善彦さん、一輝さん、菜月さん、貴恵さん　　

　　　　　　　　　　　　　　����　（通谷二丁目）
14．中村功さん　　　　　　　　��　（ＪＲ中間駅駅長）
15．幸田葵さん、大竹米さん　　　�（北九州高等学園）
16．出口喬さん、高田幸祐さん　（折尾警察署中間交番）
17．�案西智彦さん、快さん、真裕美さん、優衣ちゃん　
　　　　　　　　　　　　　　　� �　　　　　（星ヶ丘）
18．城戸トメ子さん　　　　　　　��　　（朝霧四丁目）
19．石田一也さん　　　　　　　　　��　（中央四丁目）
表紙．�片山守行さん、忠行さん、忠治さん��（岩瀬一丁目）
　　原田浩子さん　　　　　　　� �　　（中央三丁目）

17

1819

15

14

13

12

11

10

９

16

※名前は向かって左から。
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◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
と
は
、

老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
と
給
付
を

明
確
化
し
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態
な
ど
を
踏

ま
え
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
公
平

で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
し
て
創
設
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者

保
険（
健
康
保
険
や
共
済
保
険
な
ど
）の

資
格
を
持
ち
、
従
来
の｢

老
人
保
健
制

度｣

で
医
療
を
受
け
て
い
た
人
は
、
独

立
し
た
新
し
い｢

後
期
高
齢
者
医
療
制

度｣

に
加
入
し
た
う
え
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
の
資
格
は
喪
失
し
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
時
の
移
行
手
続
き
は
不

要
で
す
。

◆
広
域
連
合

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
は
市
町

村
が
主
体
で
し
た
が
、
高
齢
化
の
進
展

で
老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、
保

険
財
政
の
安
定
化
を
図
る
側
面
か
ら
広

域
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
都
道
府
県
単
位
で
全
市
町

村
が
加
入
す
る｢

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合｣

が
設
立
さ
れ
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

福
岡
県
で
は
、
平
成
19
年
３
月
30
日

に
設
立
し
、
江
藤
守
國
久
留
米
市
長
が

広
域
連
合
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

◆
対
象
者（
被
保
険
者
）

　

県
内
の
市
町
村
に
居
住
す
る

●�

75
歳
以
上
の
人（
75
歳
誕
生
日
か
ら
）

●�

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
一
定

の
障
害
が
あ
る
人（
広
域
連
合
の
認

定
を
受
け
た
日
か
ら
）

◆
保
険
証

　

新
た
に｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度｣

の
保
険
証
を
被
保
険
者
全
員
に
一
枚
ず

つ
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
証
は
平
成
20
年
３
月
中

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

◆
医
療
を
受
け
る
と
き
の

　

一
部
負
担
金

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
制
度
と
同

様
、
１
割（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

が
平
成
19
年
11
月
22
日
、
福
岡
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
決
定
し

ま
し
た
。

　

保
険
料
率
は
、
保
険
料
の
算
定
に
用

い
る
被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割
率

を
言
い
、
県
内
に
住
む
被
保
険
者
の
医
療

費
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○�

保
険
料
は
、
医
療
給
付
費（
総
医
療

費
か
ら
自
己
負
担
分
を
除
い
た
費

用
）の
約
１
割
を
被
保
険
者
全
員
で

負
担
し
ま
す

○�

被
保
険
者
、
一
人
ひ
と
り
が
納
付
し

ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
。
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
新
し
い
制
度
が
始
ま
り
ま
す

保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

50,935円

最高限度額

50万円総所得金額等
－33万円（基礎控除） 9.24％

所得割率×＝ ＋

※保険料の最高限度額は 50万円 ( 年額 ) です。
※�総所得金額等とは、前年中の「公的年金収入－公的年金等控除」、「給与収入－給与
所得控除」、「事業収入－必要経費」などで、各種所得控除前の金額です。
※公的年金収入のみの人は、年金額が 15� 万円以下の場合、所得割額はかかりません。

●保険料計算式
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○�
保
険
料
の
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が

等
し
く
負
担
す
る
被
保
険
者
均
等
割

額
と
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
被

保
険
者
が
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

所
得
割
額
の
合
計
額
に
な
り
ま
す

◆
保
険
料
の
負
担

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
徴
収（
天
引

き
）さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
保

険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
の
人
も
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
々
の
所
得
額
や
現
在
の
保

険
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
軽
減
措
置
や

緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◆
軽
減
措
置

○
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

　

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
緩
和
措
置

○�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に
お
い
て
、
被

※

用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人

※
政
府
管
掌
お
よ
び
組
合
管
掌
保
険
、
船
員
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
を
差
し
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
は
、
新
た
に
保
険
料
負
担
が
生
じ
る

た
め
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
被
保
険
者

と
な
る
月
か
ら
２
年
間
は
、
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
の

負
担
は
な
く
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
は
均
等
割
額
の
９
割
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

◆
保
険
料
の
決
定

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は

制
度
開
始
後
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
に
関
す
る
通
知
は
、
平
成
20
年
４

月
以
降
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

○�

特
別
徴
収
…
年
金
額
が
18
万
円
以
上

で
、
か
つ
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ

た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

以
下
の
場
合
に
は
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す

○�

普
通
徴
収
…
特
別
徴
収
の
対
象
に
な

ら
な
い
人
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
付
し
ま
す

※
現
在
、
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
保
険
料
軽
減
に
か
か
る
特
例

措
置
の
関
係
で
、
普
通
徴
収
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

中
間
市
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

☎（
２
４
６
）６
２
４
６

軽減割合 住民票上の同一世帯内の被保険者およ
び世帯主の総所得金額等の合算額

７割軽減 33万円 ( 基礎控除額 ) 以下の世帯

５割軽減
33万円 ( 基礎控除額 ) ＋24.5万円×被
保険者数 ( 被保険者である世帯主を除
く )　以下の世帯

２割軽減 33万円 ( 基礎控除額 ) ＋35万円×被
保険者数　以下の世帯

※軽減の判定に係る総所得金額等は、｢公的年金収入－公的年金等控除－15
万円｣ となるなど、保険料計算の総所得金額等とは異なる場合があります。

平成 20 年 4 月に被保険者となる場合

平成 20 年４月～９月 保険料負担なし

平成 20 年 10 月～
平成 21 年３月

均等割額：９割軽減、
所得割額：なし

平成 21 年４月～
平成 22 年３月

均等割額：５割軽減、
所得割額：なし

●保険料の計算例
○単身世帯例１：基礎年金受給者（年金収入79万円）の場合
　　　　　　　　均等割額（７割軽減） 15,280円＋所得割額 0円＝保険料 15,280円（年額）
○単身世帯例２：平均的な厚生年金受給者（年金収入201万円）の場合
　　　　　　　　均等割額（２割軽減） 40,748円＋所得割額 44,352円＝保険料 85,100円（年額）
○夫婦世帯例　：夫の年金収入201万円、妻の年金収入79万円の場合
　　　　　　　　夫：均等割額（２割軽減） 40,748円＋所得割額 44,352円＝保険料 85,100円（年額）
　　　　　　　　妻：均等割額（２割軽減） 40,748円＋所得割額          0円＝保険料 40,740円（年額）
※保険料は10円未満切り捨てです。

●軽減措置（低所得世帯）●緩和措置（被用者保険の被扶養者）
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Information

市からのお知らせ

所
得
税
の
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

　

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便

を
図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
セ

ン
タ
ー
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
還
付
申

告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は

「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
若
松

税
務
署
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
還
付
申
告
の
相
談
が
で
き
る
人

①
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
の
還
付
を
受
け
る
人

や
平
成
19
年
の
途
中
で
退
職

し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人

②
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け

る
人
な
ど

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
お
よ
び
不
動

産
ま
た
は
株
式
な
ど
の
譲
渡

所
得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人

●
場

所　

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
広

渡
23
‐
６
）

●
期

間　

１
月
24
日（
木
）

～
31
日（
木
）・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

※
土
曜
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

※
初
日
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
、

お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
会
場
は

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
若
松

●
場

所　

ベ
イ
サ
イ
ド
プ

ラ
ザ
若
松
３
階（
サ
ン
リ
ブ

若
松
隣
り
）

●
開
設
期
間　

１
月
21
日（
月
）

～
３
月
31
日（
月
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開

設
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月
24

日
お
よ
び
３
月
２
日
の
日
曜
日

は
開
設
し
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３

月
17
日（
月
）で
す
。

※
平
成
19
年
分
の
消
費
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３

月
31
日（
月
）で
す
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
４
時

※
前
記
期
間
は
、
若
松
税
務
署

内
に
は
確
定
申
告
の
会
場
は
準

備
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談

は
、
例
年
ど
お
り
行
い
ま
す
。

※
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
の

で
、
ご
用
件
に
応
じ
て
音
声
案

内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●問合先　若松税務署
☎（７６１）２５３６

ご利用ください！所得税の還付申告センター
確定申告会場はベイサイドプラザ若松へ

●
問
合
先　

課
税
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
７
４

償
却
資
産
の
状
況
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
や
法
人
で
工
場

や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、
駐

車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い

る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い

る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
で

減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
も
の
を
い
い
、

土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
土
地
・
家

屋
と
異
な
り
申
告
制
に
な
っ
て
お
り
、
償

却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
そ
の
償
却
資

産
が
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
、
そ
の
年

の
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
、
申
告
は
…

〇
申
告
書
に
種
類
別
明
細
書
を
添
付
し

て
、
１
月
４
日（
金
）
～
31
日（
木
）

の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

〇
所
有
者
・
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い

〇
前
年
と
比
べ
、
資
産
に
異
動
が
な
い

場
合
で
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い

〇
申
告
し
た
資
産
に
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
は
、
修
正
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

２
、
資
産
内
容
の
照
会
や
調
査
に
伺
っ

た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※
申
告
書
は
、
12
月
下
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
平
成
19
年
中
に
事
業

を
開
業
し
た
人
で
、
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

１
月
31
日（
木
）

●
問
合
先　

収
納
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
７

市
税
滞
納
処
分
に

「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
」
を
導
入

　

税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
か
ら
市
税

滞
納
処
分
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

自
動
車
な
ど
〔
普
通
自
動
車
、
軽
自
動

車
、
バ
イ
ク（
原
付
含
む
）、
小
型
特
殊

自
動
車
〕
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。
再

三
の
催
告
な
ど
に
応
じ
な
い
滞
納
者
へ

は
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
を
取
り
付
け
、

運
行
で
き
な
い
措
置
を
と
り
ま
す
。
差

押
え
後
、
依
然
と
し
て
完
納
さ
れ
な
い

場
合
は
、
自
動
車
な
ど
を
引
き
揚
げ
、

公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
動
産（
美
術
品
、
宝
石
、

貴
金
属
な
ど
）の
差
押
え
も
行
い
、
差
押

え
た
物
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
実
施
。
売
却
代
金
を
滞
納
市
税
な
ど

に
充
て
ま
す
。
滞
納
税
が
な
い
か
確
認

の
う
え
、
早
め
に
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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　市税の納付について、日中の納付が困難
な人を対象に、夜間納付窓口を開設します。
　この機会に早めにお越しください。
●開設日　１月24日（木）、２月14日（木）
●時　間　午後７時30分まで
●場　所　収納課（市役所１階・４番窓口）
●窓口業務　市税の納付受付
※税証明、納税相談、電話相談などは午後
５時15分までにお願いします。

　「中間市排水設備指定工事店」の登録には、
中間市での責任技術者登録が必要です。平
成19年度日本下水道協会福岡県支部実施の
排水設備工事責任技術者試験合格者は登録
手続きを、また平成20年３月31日に有効期
限が終了する登録者は、更新手続きを行っ
てください。登録をされない場合は「試験
合格資格」が無効となります。
●�申請用紙の配布　１月21日（月）から下水道課
窓口で配布
●受付期間　２月４日（月）～ 12日（火）
●受付場所　下水道課（市役所別館１階）

　火災現場において、消火作業に必要不可
欠な装備品として、消防用ホース130本、管
鎗10本、噴霧ノズル10個、分岐管５器を「平
成19年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事
業」により購入しました。今回購入した消
防用ホース・放水器具は、ホースの経年劣
化と消火作業の多様化への対応および消防
団員の体力的負担の軽減を目的に配備した
もので、火災現場
における消防団員
の迅速なホース延
長および高度な消
火作業が可能とな
ります。

Topic ＆ Information

市税の夜間納付窓口を開設

●問合先　収納課☎（２４６）６２３７
　　　　　　　　☎（２４４）１１１１【夜間】

排水設備工事責任技術者の登録と更新

●
問
合
先　

総
務
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
２

中
間
市
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

応
募
者
は
、
平
成
20
年
度
中
間
市
臨

時
職
員
採
用
候
補
者
と
し
て
登
録
し
ま

す
。
登
録
さ
れ
た
人
は
、
業
務
の
状
況

に
応
じ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
登
録
後
す
ぐ
に
採
用

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条

に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

●
職

種　

一
般
事
務
補
助
、
保
育

士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
看
護
助
手
、

給
食
調
理
補
助
員
、
栄
養
士
な
ど

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
一
般
事
務
補
助
の
場
合
）

※
職
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
賃

金　

日
額
６
、０
０
０
円
程
度

（
一
般
事
務
補
助
の
場
合
）

●
募
集
期
間　

１
月
21
日（
月
）～
２
月

１
日（
金
）

●
申
込
方
法　

必
ず
本
人
が
写
真
貼
付

の
市
販
の
履
歴
書
を
お
持
ち
の
う

え
、
総
務
課
人
事
給
与
係
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
平
成
19
年
度
に
す
で
に
登
録
し
て
い

る
人
で
20
年
度
も
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
、
改
め
て
登
録
が
必
要
で
す
。

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

●問合先　消防署☎（２４５）０９０１

●
問
合
先　

学
校
教
育
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
２

就
学
援
助
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を
小
・
中

学
校
に
通
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。
継
続

希
望
の
人
も
必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
対

象

〇
生
活
保
護
が
廃
止
や
停
止
さ
れ
た
が
、
な

お
経
済
的
に
非
常
に
困
っ
て
い
る
世
帯

〇
平
成
19
年
度
の
市
民
税
に
つ
い
て
、

世
帯
全
員
が
非
課
税
の
世
帯

〇
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世
帯

〇
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、
生
活
状
態
が
非

常
に
悪
く
、
困
っ
て
い
る
世
帯

●
申
請
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
申
請
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い（
随
時
受
付
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

世
帯
の
中
で
収

入
が
あ
る
人
全
員
の
平
成
19
年
度
市

民
税（
非
課
税
）証
明
書
な
ど

※
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
中
間
市

に
居
住
し
、
平
成
19
年
度
の
市
民
税
の
申

告
を
し
て
い
る
人
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
継
続
希
望
の
人
は
、
市
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
２
月
末
ま
で
に
必

ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
新
１
年
生
は
、
入
学
時
以
降
４
月
末

ま
で
に
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●問合先　下水道課☎（２４６）６２５６

消防用ホース・放水器具を購入

Information
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まちのわだいまちのわだい
このコーナーでは楽しいイベントや
　地域の話題などをお届けします。

火遊びはしません
第 18 回中間市幼年消防クラブ

消防署で 12 月 14 日、市内の幼稚園・保育園児の参加
による中間市幼年消防クラブ大会が開催されました。元
気いっぱいに防火の誓いを行った園児たちは、とても愉
快な人形劇を観覧し、レスキュー隊の火災救助活動訓
練の様子を見学。迫力ある訓練に子どもたちからは大
歓声があがりました。今日学んだ「火遊びは危ない」っ
ていうことを覚えててね。

芦屋競艇場で 12 月９日、遠賀・中間地区農業祭が開催
されました。この祭りは遠賀・中間地域の農業者が集い、
自ら育てたものや、それぞれのまちの特産品などを展示
販売するもの。新鮮な品物が数多く出店してあり、つめ
かけた人たちは、どれがおいしそうかと品物を手に取り
ながら迷っている様子でした。

どれもこれもおいしそう
第 42 回遠賀・中間地区農業祭

中間市と中間市暴力追放推進協議会が主催する「中間市
暴力追放市民集会」が 11月 27日、なかまハーモニーホ
ールで開催されました。安心して暮らせるまちづくりの
ために、集会に参加した総勢約 300 人がプラカードを
持ってやすらぎ通りまで行進。みなさんは気持ちを一つ
に暴力追放を呼びかけました。

暴力追放に長蛇の行進
第４回中間市暴力追放市民集会
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まちのわだいまちのわだい

秋晴れの 11 月 25日、中間市西部市場で中間西部市場
まつりが開催されました。「地元の生産物を地元で消費
する」という地産地消を推進するため、野菜・果物・魚
介類などが販売。マグロの解体ショーや模擬セリなどの
イベントが開催され、集まった人たちで大いに賑わって
いました。

地元の産物がずらりと並ぶ
第２回西部市場まつり

12 月 16日、体育文化センターで親子凧づくり教室が開
催されました。多くの親子が参加し、真剣な表情で凧
づくりに集中していました。こどもが作っている様子を
見て、お父さん、お母さんは「そこは切っちゃだめ、き
れいな凧ができんよ」と気が気でない様子。それでもみ
んな上手にできあがっていました。

上手に凧
たこ

が作れたよ
親子凧づくり教室

12 月 17日、なかまハーモニーホールで中間市防犯大会が
開催されました。中間市防犯協会の依藤宏治会長は「安全
で安心のまちをつくるには防犯が原点です。住民一体とな
ってがんばりましょう」と話しました。また、中間西幼稚
園園児からは「みなさんいつも守ってくれてありがとうご
ざいます」と感謝の言葉が述べられました。

みんなで防犯に取り組みましょう
第 17 回中間市防犯大会

「いのちの日」である12月１日、ショッパーズモールなか
ま周辺でこころの健康づくり街頭啓発が行われました。多
くの人に心の健康問題に関する正しい理解と、いのちの大
切さを呼びかけました。さびしいときや苦しいとき、困っ
たときは一人で悩まずにだれかに相談し、困っている人が
いたら、悩みを聴き心の支えになっていきましょう。

いのちについて考えましょう
中間市こころの健康づくり協議会が街頭啓発
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
12
月
８
日
、
中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
や
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
な
ど
に
多
く

の
人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

福祉について学びました
第１回中間市社会福祉協議会社会福祉大会

独立行政法人国際協力機構が、開発途上国や東欧諸
国にボランティアを派遣し、それぞれの技能を生か
して国づくり、人づくりに貢献している「ＪＩＣＡ
ボランティア」に、中間市在住の菊次篤志さんと須
藤勝人さんが選ばれました。菊次さんは青年海外協
力隊としてエクアドル（中南米地域）に剣道を普及さ
せるため、須藤さんはシニア海外ボランティアとし
てサモア（オセアニア地域）の技術者や学生に機械工
学の技術を指導するために赴きます。２年という長
期間ですが、身体に気をつけてがんばってください。

海外でがんばってきます
平成 19 年度第３回ＪＩＣＡボランティア

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
と

総
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
連
合
会
は
定
め
て
い
ま

す
。
そ
の
人
権
週
間
に
当
た
る
12
月
４
日
、
シ
ョ

ッ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
な
か
ま
周
辺
で
人
権
尊
重
の
街

頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

守ろう人権
人権週間街頭啓発

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
12
月
９
日
、
中
間
市
視
覚
障

害
者
の
会
「
つ
ば
さ
の
会
」
主
催
で
、
夢
の
つ
ば
さ
福

祉
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ

ェ
ス
タ
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
障
害
者
へ
の
理
解

が
進
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

市民相互理解のために
夢のつばさ福祉フェスタ 2007

12月13日、体育文化センター前で子育て支援セン
ターくるり主催の餅

もち

つき体験が開催され、多くの
親子連れが参加しました。職員が準備のため餅を
ついていた様子を不思議そうに眺めていた子ども
たちでしたが、杵

きね

を握って餅をついたとたんに大
はしゃぎ。「ぺったんぺったん」と力強く餅をつ
いていました。たくさん動いておなかがすいたの
か、つき終わった餅を口に頬張り、おいしそうに
食べていました。餅つきの経験が初めての子も多
かったことでしょう。楽しかったかな。

ぺったんぺったん楽しいな
子育て支援センターくるりで餅つき体験

松下俊男市長に出発を報告する須藤勝人さん（写真左）
と菊次篤志さん（写真右）

まちのわだいまちのわだい
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高
齢
者
を
狙
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

金
融
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

老
後
の
資
金
を
確
保
し
た
い
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
徳
業
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

金
融
商
品
を
販
売
し
、
そ
の
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
未
公
開
株
…
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、

「
上
場
間
近
の
未
公
開
株
が
あ
る
。

値
上
が
り
確
実
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ

て
購
入
し
た
が
、
上
場
予
定
時
期
を

過
ぎ
て
も
上
場
さ
れ
ず
、
購
入
代
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
た

②
出
資
金
詐
欺
…
「
100
万
円
出
資
す
れ

ば
、
１
年
後
に
は
も
の
す
ご
い
配
当

金
が
つ
く
」
と
説
明
さ
れ
た
が
、
配

当
金
は
支
払
わ
れ
ず
、
出
資
金
も
だ

ま
し
取
ら
れ
た

●
金
融
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
「
絶
対
も
う
か
る
」、「
元
本
保
証
」

な
ど
の
う
ま
い
話
に
は
用
心
す
る

○
知
識
の
乏
し
い
利
殖
が
ら
み
の
電
話

勧
誘
や
家
庭
へ
の
訪
問
販
売
に
は
一

切
手
を
出
さ
な
い

○
家
族
な
ど
ま
わ
り
の
人
に
相
談
し
、

一
人
で
は
契
約
し
な
い

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

イメージキャラクター愛称決定

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

　10月10日号掲載のボランティアセンターのキャ
ラクター愛称募集に、多数のご応募いただきあり
がとうございました。キャラクターの作者髙倉豊
子さん（朝霧）に選考していただき、ツクシは水島
絵美さん（鍋山町）による「つっくん」、クローバ
ーは波多野良子さん（東中間）による「さっちゃん」
に決まりました。これからも、ボランティアセン
タースタッフと「つっくん」「さっちゃん」共々、
よろしくお願いいたします。

つっくん

さっちゃん

地
域
の
人
材
を
育
む
環
境
教
育

■�
環
境
教
育
の
意
義

　

今
日
の
環
境
問
題
は
、
地
球
温
暖

化
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
問
題
の

下
、
自
然
環
境(
動
植
物
の
生
息
生

育)

保
護
、
生
活
環
境
改
善(

ご
み

減
量
・
排
水
対
策
、
近
隣
騒
音
・
悪

臭)

な
ど
、
特
定
の
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
と
密
着
し
た
も
の
で
あ
り
、

将
来
の
世
代
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
子
孫
の
未
来
は
、
今
後
、
私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
行
動
や
生
活
を
す

る
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、

日
頃
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、

資
源
を
有
効
に
使
い
な
が
ら
、
廃
棄

さ
れ
る
も
の
を
最
小
限
に
お
さ
え
る

「
循
環
型
社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変

え
、
環
境
保
全
に
主
体
性
を
持
っ
て

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
、
子
孫
が
自

ら
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

■�

環
境
出
前
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
市
が
、
環
境
・
ご

み
問
題
を
学
ぶ
全
小
学
校
４
年
生
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
地
球

規
模
で
進
む
資
源
の
減
少
を
知
っ
て

も
ら
い
、「
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら

「
循
環
型
社
会
」
の
構
築
実
践
に
移
る

に
当
た
っ
て
、
自
分
自
身
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ご
み
の
分
別
の
意

義
、
正
し
い
分
別
方
法
に
つ
い
て
、

実
際
に
分
別
し

て
も
ら
う
体
験

を
交
え
て
行
っ

て
い
ま
す
の

で
、
リ
サ
イ
ク

ル（
再
利
用
）、

リ
ユ
ー
ス（
修

理
す
る
・
譲

る
）、
リ
デ
ュ

ー
ス（
使
い
切
る
）の
３
Ｒ
を
、
ぜ
ひ

と
も
普
段
の
生
活
で
活
か
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

■�
生
徒
の
声（
※
一
部
紹
介
）

○�

こ
ん
な
に
私
た
ち
が
ゴ
ミ
を
だ
し

て
い
る
な
ん
て
。
自
分
の
家
の
ゴ

ミ
を
い
ろ
い
ろ
だ
し
た
ら
、
す
ご

く
お
金
を
だ
さ
な
い
と
い
け
な
い

な
ん
て
、
し
り
ま
せ
ん
で
し
た

○�

ゴ
ミ
を
な
る
べ
く
捨
て
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
人
が

せ
つ
や
く
を
し
て
も
も
う
一
人
が
、

ご
み
を
た
く
さ
ん
だ
す
と
、
せ
つ

や
く
し
て
い
る
人
も
お
金
が
た
か

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

○�

わ
た
し
が
、
大
人
に
な
っ
た
こ
ろ

は
、
し
げ
ん
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
た
い
へ
ん
だ
な
と
思
い
、

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５
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第
27
回
ふ
る
さ
と
遠
賀
川

親
子
た
こ
あ
げ
大
会

　

冬
の
お
楽
し
み
恒
例
行
事
「
ふ

る
さ
と
遠
賀
川
親
子
た
こ
あ
げ
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
の

部
、
大
人
の
部
ご
と
に
楽
し
い
賞

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

●
日

時　

１
月
20
日（
日
）・

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

（
受
付
は
午
前
10
時
～
）

●
場

所　

中
間
市
役
所
前

遠
賀
川
河
川
敷

●
内

容　

創
作
凧た

こ

コ
ン
テ
ス
ト

※
市
販
凧
も
可
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

☎（
２
４
６
）２
３
２
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
８

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
民
間
非
営
利
団
体
）の

活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
押
さ
え

て
お
き
た
い
基
本
的
な
情
報
を
体

系
的
に
学
び
ま
す
。

●
日

時　

２
月
８
日（
金
）・

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
受
講
料　

無
料

●
定

員　

30
人

●
申
込
締
切　

１
月
31
日（
木
）

●
申
込
・
問
合
先　

市
民
協
働
課

　

☎（
２
４
６
）２
１
８
４

第
15
回
親
と
子
の

な
や
み
相
談
窓
口

　

学
校
や
将
来
の
こ
と
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
保
護
者
も
最
近
、

子
ど
も
の
様
子
に
変
化
を
感
じ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

福
岡
県
で
は
「
児
童
相
談
所
」、

「
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」、「
子

ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24
」、「
親
・

お
や
電
話
」
お
よ
び
「
少
年
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
共
同
し
て
、

20
歳
未
満
の
青
少
年
と
そ
の
保
護

者
の
た
め
に
合
同
相
談
窓
口
を
下

記
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
日

時　

１
月
18
日（
金
）
～

19
日（
土
）・
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

●
面
接
相
談
会
場　

福
岡
市
立

婦
人
会
館
あ
い
れ
ふ（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
二
丁
目
５-

１
）

●
相
談
料　

無
料

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
１
４
）０
１
９
０

※
１
月
18
日
～
19
日
の
間
の
臨

時
電
話
で
す
。

●
相
談
内
容　

子
育
て
か
ら
家
庭

教
育
、
い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
20
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関

す
る
悩
み
や
相
談

※
面
接
に
よ
る
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

予
約
専
用
電
話

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
８

●
問
合
先　

福
岡
県
生
活
労
働

部
青
少
年
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
８

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

基
礎
年
金
番
号
に
記
録
が
結

び
付
く
可
能
性
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
社
会
保
険
庁
が
把
握
し
て
い

る
加
入
記
録
を
お
知
ら
せ
す
る

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
今
年
の

３
月
ま
で
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い

か
十
分
に
確
認
し
、
訂
正
が
な
い

場
合
に
は
同
封
の「
確
認
は
が
き
」

を
、
訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
「
年

金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
・
氏
名
変
更
の
届
け
は

　

お
済
み
で
す
か

　

住
所
変
更
の
届
け
出
が
お
済
み

で
な
い
場
合
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に

よ
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

●
手
続
先

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
…

市
役
所

○
厚
生
年
金
加
入
者
、
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
…
勤
務
先

○
年
金
受
給
者
…
社
会
保
険
事

務
所

※
結
び
付
く
可
能
性
が
あ
る
記
録

を
探
す
た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の

古
い
年
金
手
帳
を
確
認
し
、
氏
名

変
更
の
届
け
を
し
て
い
な
い
人
は
、

変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

ね
ん
き
ん
特
別
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

職
場
の
い
じ
め
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
集
中
相
談
会

　

職
場
の
い
じ
め
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
相
談
に
福

岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
職

員
な
ど
が
電
話
お
よ
び
面
談
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時　

１
月
21
日（
月
）～

23
日（
水
）・
午
前
９
時
～
午
後

５
時
15
分

※
１
月
23
日（
水
）は
午
前
９
時

～
午
後
８
時
と
な
り
ま
す
。

※
１
月
22
日
は
必
要
に
応
じ
て
弁

護
士
に
よ
る
相
談
が
あ
り
ま
す
。

●
場

所　

北
九
州
労
働
福
祉

事
務
所（
小
倉
北
区
城
内
７
‐
８
）

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
合
先　

北
九
州
労
働
福
祉

事
務
所

　

☎（
５
９
２
）３
５
１
６

有
料
広
告
欄

くらしの

情報
くらしの

情報
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 朝・夕食事＆家電付き １Ｒ
入居者募集！4.3万円／月
単身赴任・出張・社員寮・学生　etc
着替えひとつで即入居可！
ＴＶ、エアコン、冷蔵庫、電話完備。
無料駐車場、共用キッチン・ランドリー有。

お問い合わせ・申込み

セトル鞍手事務局

●セトル鞍手所在地
鞍手郡鞍手町小牧2052‐3
申込金4.3万円／光熱費別途

直方市知古一丁目６‐９‐１Ｆ　筑豊直方駅裏
℡ 0949‐22‐3446　℻ 0949‐22‐1417
http://www7.ocn.ne.jp/̃settle/kurate/index.htm

福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替
え

情
報
バ
ン
ク

　

高
齢
者
や
子
育
て
の
世
帯
の
住

み
替
え
を
、
公
的
相
談
窓
口
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
相
談
内
容　

持
家
を
活
用
し
た

住
み
替
え
相
談
、
住
み
替
え
に

か
か
る
資
金
計
画
な
ど

●
問
合
先　

福
岡
県
あ
ん
し
ん

住
替
え
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

　

☎
０
９
２（
７
２
５
）０
８
９
６

防
煙
・
分
煙
・
禁
煙

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日

時　

１
月
25
日（
金
）・

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付

は
12
時
50
分
～
）

●
場

所　

水
巻
町
い
き
い
き

ほ
ー
る

　
（
水
巻
町
頃
末
南
三
丁
目
11-

１
）

●
問
合
先　

遠
賀
保
健
福
祉

環
境
事
務
所

　

☎（
２
０
１
）４
１
６
４

戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日

時　

１
月
16
日（
水
）、

23
日（
水
）・
午
前
９
時
～
午

後
３
時
35
分

●
場

所　

戸
畑
高
等
技
術
専
門

校（
戸
畑
区
東
大
谷
二
丁
目
１
‐
１
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先
・
申
込
先　

福
岡
県

立
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

　

☎（
８
８
２
）４
３
０
６

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

●
対
象
者　

平
成
16
年
４
月
２

日
～
17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
幼
児

●
募
集
期
間　

１
月
28
日（
月
）・

午
前
９
時
～
２
月
８
日（
金
）・

午
後
４
時

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
立
小

倉
聾
学
校

　

☎（
９
２
１
）３
６
０
０

小
竹
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

●
募
集
科
目　

機
械
科
、溶
接
科
、

建
築
科
、
塗
装
科
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

●
定

員　

い
ず
れ
も
30
人

●
訓
練
期
間　

１
年
間

※
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
科
は
６
ヵ
月
。

●
対
象
者　

離
転
職
者
な
ど

※
科
目
に
よ
っ
て
年
齢
設
定
や
既

得
資
格
で
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

２
月
22
日（
金
）

●
入
校
選
考
日　

３
月
５
日（
水
）

●
問
合
先　

福
岡
県
立
小
竹
高

等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
４
９
６（
２
）６
４
４
１

小
倉
高
等
技
術
専
門
校

体
験
教
室

●
日

時　

１
月
18
日（
金
）・

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場

所　

小
倉
高
等
技
術
専

門
校（
小
倉
南
区
横
代
東
町
一
丁

目
４
‐
１
）

●
内

容　

訓
練
生
の
作
品
展

示
、
体
験
教
室
、
校
内
見
学

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

福
岡
県
立
小
倉
高

等
技
術
専
門
校

　

☎（
９
６
１
）４
０
０
２

〇日時…２月２日（土）、15日（金）、28日（木）・
午後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・
受付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午
後５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…２月13日（水）・午前10時～午後４
時（受付は午後３時まで）

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…２月２日（土）、15日（金）・午後３
時～５時

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～４時…ハピネスなかま

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

～気軽にご利用ください～

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所�介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所�産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所�家庭児童相談係（市役所 �階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所�少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所�ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所�ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所�ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所�人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）



14

The
「
ケ
ン
シ
ン
」

～
特
定
健
診
シ
リ
ー
ズ
③
～

　

先
日
、
出
前
健
康
講
座
で
参
加

者
に
三
つ
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
「
今
日
ま
で
元
気
に
過

ご
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
ど
の
よ
う

な
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
か
」
と
い
う
質
問
。

　

す
る
と
、「
く
よ
く
よ
せ
ず
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
な
い
生
活
を
送
っ
て

き
た
か
ら
だ
」、「
健
診
を
受
け
て

き
た
か
ら
だ
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

　

次
に
「
み
な
さ
ん
は
風
邪
を
含

め
て
過
去
に
何
ら
か
の
病
気
を
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

病
気
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ

ば
そ
の
病
気
か
ら
つ
か
ん
だ
も
の

が
何
か
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る

と
、「
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
病
気

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
早

期
発
見
早
期
治
療
が
大
切
。
そ
の

た
め
に
は
、
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」、「
私

は
こ
の
か
た
病
気
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
丈
夫

な
か
ら
だ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
た
親
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
今
後
は
私
が
将
来
を
担

う
子
ど
も
や
孫
た
ち
を
病
気
に
さ

せ
な
い
よ
う
に
育
て
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う

答
え
。

　

最
後
に
「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
健

康
状
態
の
自
分
で
い
た
い
で
す
か
。

五
年
後
の
自
分
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
「
母
が
80
歳
を
過
ぎ
て

も
要
介
護
認
定
も
受
け
ず
、
元
気

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
も
母
の

年
齢
を
超
え
る
ま
で
は
元
気
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
」、「
一
年
先
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
も
今
の

健
康
状
態
の
自
分
で
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
運
動
も

し
、
食
事
に
も
気

を
つ
け
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

予
防
で
き
る

病
気
、
そ
れ
が
生
活
習
慣
病
で
す
。

　

保
健
指
導
の
必
要
な
人
を
見
つ

け
る
た
め
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
の
指
示
が
出
た
人
は

積
極
的
に
指
導
を
受
け
、
食
事
療

法
、
運
動
療
法
で
生
活
習
慣
を
改

善
し
ま
し
ょ
う
。

　

よ
く
み
な
さ
ん
か
ら
「
最
近

も
放
射
線
検
査
を
受
け
た
の
で

す
け
ど
、
ま
た
撮
影
し
て
も
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど
の
質

問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
胸
や
お
腹
、
痛
い

と
こ
ろ
の
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
、
胃
の
バ

リ
ウ
ム
検
査
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

検
査
に
Ｘ
線
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
内
で
の
Ｘ
線
撮
影
は
、

「
Ｘ
線
を
受
け
る
被
ば
く
の
損
害

よ
り
も
、
Ｘ
線
撮
影
を
す
る
こ
と

に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
の
利
益

が
勝
っ
て
い
る
場
合
の
み
行
う
」

こ
と
を
大
前
提
に
医
師
が
判
断

し
ま
す
。
ま
た
、
撮
影
の
際
に

も
診
療
放
射
線
技
師
が
細
心
の

注
意
の
も
と
行
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
に
は
２
つ
の
影
響
が

あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
、
皮
膚
の
障
害
や
不
妊

な
ど
、
あ
る
放
射
線
量
以
上
で

表
れ
る
影
響
で
す
。
こ
の
影
響

は
、
一
般
的
に
使
わ
れ
る
Ｘ
線
撮

影
の
数
千
倍
の
放
射
線
量
を
受

け
な
い
と
表
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
１
つ
は
、
癌が

ん

、
白
血
病

や
遺
伝
的
影
響
な
ど
放
射
線
量

に
応
じ
て
表
わ
れ
る
確
率
が
上

が
る
影
響
で
す
。
し
か
し
、
Ｘ
線

撮
影
の
よ
う
な
放
射
線
量
の
低

い
被
ば
く
に
よ
る
影
響
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
日
常
生
活
の

中
で
も
、
空
や
大
地
な
ど
の
自
然

か
ら
放
射
線
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
量
は
１
年
間
で
、
胸
部
Ｘ
線

撮
影
の
十
数
回
分
に
相
当
し
ま

す
。
地
域
間
で
も
自
然
か
ら
受

け
る
放
射
線
の
量
は
違
っ
て
い
ま

す
。
岐
阜
県
で
は
東
京
と
比
べ

る
と
、
人
の
一
生
分
で
胸
部
Ｘ
線

撮
影
100
回
分
程
度
多
く
被
ば
く

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
地
域
間
の
被
ば
く

に
伴
う
異
常
の
差
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
放
射
線
量
の
低
い
被

ば
く
に
よ
る
異
常
は
現
在
ま
で
に

認
め
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
、
一
般
的
に
行
わ
れ
る
Ｘ

線
撮
影
に
お
い
て
は
、
被
ば
く
に

伴
う
異
常
は
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
明
な
点
や
不
安
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な

く
医
師
、
診
療
放
射
線
技
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

メタボリック
シンドローム

（１）

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

中間市立病院副院長

瓜生○○医師

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

病院で受ける
放射線被ばく

中間市立病院　放射線科

白土浩一放射線技師

６

あ
な
た
の
パ
ワ
ー
を
市
政
に

女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録
者
募
集

　

中
間
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民

が
お
互
い
に
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
そ
の
個
性
と
能
力
が
充
分
に

発
揮
で
き
「
ひ
と
り
一
人
が
活
き

る
ま
ち�

な
か
ま
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
女
性
の
視
点

で
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
女
性
の
人
材
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
男
性

も
女
性
も
い
き
い
き
、
の
び
の
び

と
暮
ら
せ
る
、「
元
気
な
風
が
ふ
く

ま
ち�

な
か
ま
」
を
一
緒
に
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者　

中
間
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
、
も
し
く
は
市
内

の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
女
性
で
、
市
政
や
地
域

の
発
展
に
意
欲
や
関
心
が
あ
り
、

自
分
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し

た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
人

※
中
間
市
の
一
般
職
職
員（
嘱
託
職

員
・
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
は

除
く
）、
常
勤
の
特
別
職
職
員
お
よ

び
議
会
の
議
員
は
除
き
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
分
野　

登
録
で
き

る
分
野
は
保
健
福
祉
・
医
療
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
生
活
・
環
境
、

農
・
商
・
工
業
、
建
設
、
ま
ち

づ
く
り
、
子
育
て
・
教
育
、
人
権
・
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皆
さ
ん
は
、
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

と
い
う
鳥
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
と
は
、
漢
字

で
書
く
と
「
背
黄
青
鸚
哥
」
で
、
そ

の
名
の
通
り
黄
や
青
の
混
ざ
っ
た
、

カ
ラ
フ
ル
な
色
の
小
鳥
で
す
。
手
乗

り
セ
キ
セ
イ
と
呼
ば
れ
る
程
人
な
つ

っ
こ
く
、
個
体
に
よ
っ
て
は
人
の
言

葉
を
話
す
モ
ノ
も
い
ま
す
。
今
回
は

私
が
飼
っ
て
い
た
、
こ
の
セ
キ
セ
イ

イ
ン
コ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

私
が
一
番
最
初
に
こ
の
鳥
を
飼

い
は
じ
め
た
の
は
小
学
校
ニ
年
生
の

時
で
す
。
新
し
く
出
来
た
ペ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
、
三
羽
の
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
を
貰

い
ま
し
た
。
一
羽
は
祖
母
の
家
に
引

き
と
ら
れ
、
残
り
の
二
羽
を
私
が
飼

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
家
に

来
た
二
羽
の
ヒ
ナ
の
う
ち
、
青
い
羽

の
方
を
「
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
」、
緑
の
羽

の
方
を
「
ジ
ュ
リ
ー
」
と
名
付
け
、

二
羽
の
イ
ン
コ
は
す
く
す
く
と
順
調

に
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
小
学
生
の
頃
、
私
が
よ
く

一
緒
に
遊
ん
で
い
た
の
は
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
の
方
で
、
当
時
私
が
書
い
て
い
た

絵
日
記
に
は
毎
日
青
い
鳥
の
絵
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
私
は
ぴ

ー
ち
ゃ
ん
を
主
人
公
に
し
た
絵
本
を

自
作
す
る
な
ど
、
本
当
に
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
が
大
好
き
で
し
た
。

　

そ
の
夜
も
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う

に
夕
食
後
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
を
ゲ
ー
ジ

の
外
に
出
し
て
、言
葉
を
教
え
た
り
、

果
物
を
食
べ
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
夜
九
時
を
過
ぎ
、
私
は
ぴ
ー
ち

ゃ
ん
を
ゲ
ー
ジ
に
直
そ
う
と
し
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
そ
の
日
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

は
な
か
な
か
ゲ
ー
ジ
に
入
ろ
う
と
せ

ず
、
部
屋
を
飛
び
回
っ
て
ば
か
り
で

す
。
そ
こ
で
、
私
は
あ
る
裏
技
を
使

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
照

明
を
消
し
、
部
屋
を
真
っ
暗
に
す
る

こ
と
で
し
た
。
こ
の
方
法
は
鳥
目
の

イ
ン
コ
に
と
っ
て
は
効
果
て
き
め
ん

で
、
い
つ
も
な
ら
す
ぐ
に
お
と
な
し

く
な
っ
て
捕
ま
る
の
で
す
。
そ
う
、

い
つ
も
な
ら
…
。

　

で
も
、
そ
の
夜
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
は

い
つ
も
と
は
違
っ
た
行
動
に
出
ま
し

た
。
驚
い
て
逃
げ
回
り
、
隣
の
明
る

い
部
屋
に
飛
ん
で
い
こ
う
と
し
た
の

で
す
。
私
は
慌
て
、
何
も
考
え
ず

と
っ
さ
に
隣
と
の
間
の
ド
ア
を
閉
め

ま
し
た
。
そ
の
時
で
す
。「
バ
ン
ッ
」

と
大
き
な
音
が
部
屋
に
響
き
ま
し

た
。
閉
め
よ
う
と
し
た
ド
ア
に
挟
ま

れ
た
の
か
、
ド
ア
に
ぶ
つ
か
っ
た
の

か
、
そ
れ
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
分
頭
を
強
く
打
っ
た
の
で
し

ょ
う
。ぴ
ー
ち
ゃ
ん
は
即
死
で
し
た
。

私
は
呆
然
と
し
、
頭
が
混
乱
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
後
の
こ
と
は
よ
く
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
小
学
校
二
年
生
の

二
月
八
日
。
毎
日
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
の
成

長
を
綴
っ
て
い
た
絵
日
記
は
、
そ
の

日
以
降
ず
っ
と
白
紙
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
飼
っ
て
そ
ん
な
に
経
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
の

写
真
等
は
全
く
な
く
、
唯
一
残
っ
て

い
る
の
は
死
の
前
日
、
ゲ
ー
ジ
の
隅

に
珍
し
く
落
ち
て
い
た
大
き
な
尾
羽

だ
け
で
す
。
そ
の
羽
は
、
今
で
も
大
切

に
机
の
中
に
し
ま
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

私
は
そ
の
時
ま
で
、
生
き
物
が
死

ぬ
と
い
う
事
を
あ
ま
り
現
実
的
に
と

ら
え
る
事
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
親
し
い
親
戚
や
知
人
が
亡
く
な

る
と
い
っ
た
事
も
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
ま
で
一
緒
に
い
る
事
が
当
然
だ

っ
た
モ
ノ
が
突
然
目
の
前
か
ら
消
え

て
し
ま
う
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
私
に
と

っ
て
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
の
死
は
、
と
て
も

衝
撃
的
な
事
で
し
た
。

　

で
も
後
か
ら
思
え
ば
、
そ
の
経
験

か
ら
学
ん
だ
事
が
幾
つ
も
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、『
命
を
大
切
に
す
る
』

と
い
う
こ
と
。
例
え
「
こ
れ
位
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
。」
と
思
う
様
な
小

さ
な
事
で
も
、
危
険
な
事
は
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
ち
ょ
っ
と

し
た
悪
ふ
ざ
け
や
軽
は
ず
み
な
行
動

か
ら
で
も
、
大
き
な
事
故
に
繋
が
る

危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、『
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
る
』
と
い
う
こ

と
で
す
。
少
し
大
げ
さ
な
い
い
方
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
隣
に
い
る
友

だ
ち
や
家
族
が
い
つ
ま
で
も
一
緒
に

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

「
あ
の
時
こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。」、「
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
。」
と
後
悔
せ
ず
に
済
む
様
に
、

毎
日
を
大
切
に
、
精
一
杯
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

誰
で
も
わ
か
る
様
な
当
た
り
前
の

事
で
す
が
、
今
こ
の
二
つ
を
実
行
し

て
い
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ

う
か
。
テ
レ
ビ
を
見
れ
ば
、
人
の
命

を
大
切
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
親
が
子

供
を
殺
し
た
り
、
中
学
生
が
自
殺
し

た
り
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
、
毎
日

の
様
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。私
も
、

こ
の
二
つ
の
こ
と
が
完
璧
に
守
れ
て

い
る
と
は
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。
時
々

ふ
ざ
け
て
、
安
全
と
は
い
え
な
い
事

を
し
で
か
し
た
り
、
周
り
の
人
に
辛

く
あ
た
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
は
い
つ
も
ぴ

ー
ち
ゃ
ん
の
事
を
思
い
出
し
て
、
二

度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
が
命

を
か
け
て
教
え
て
く
れ
た
『
命
を
大

切
に
。』
そ
し
て
『
一
日
一
日
を
大

切
に
生
き
る
。』
と
い
う
大
切
な
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
本
文
に
は
常
用
漢
字
で
は
な
い
表
記
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
が
、
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
の
指
導

に
よ
り
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

青い鳥
小嶋　汐里さん
（中間北中学校３年）

第27回全国中学生人権作文コンテスト福岡大会「協議会優秀賞」受賞作品

男
女
共
同
参
画
、
国
際
交
流
な

ど
で
す

●
登
録
方
法　
「
中
間
市
女
性
人

材
リ
ス
ト
登
録
申
請
書
」
に
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

他
薦
の
場
合
は
本
人
の
同
意
が

必
要
で
す
。（
申
請
書
は
人
権
男

女
共
同
参
画
課
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

●
提
出
・
問
合
先　

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課
〔
〒
809

‐
０
０
１
４
中
間
市
蓮
花
寺
三

丁
目
１
‐
３
（
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
・
ＦＡＸ（
２
４
５
）３
５
１
１

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

あ
な
た
の
人
権
は
大
丈
夫
で
す

か
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
職
場

や
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
差
別

な
ど
、
あ
な
た
の
悩
み
に
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日

時　

２
月
13
日（
水
）・

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
相
談
内
容　

高
齢
者
・
障
害
者
・

家
庭
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
人
権
問
題

●
問
合
先

　

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら

せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
官
製
ハ
ガ
キ
で
広
報
広

聴
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

1616

❖
「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
美
し
い
自
然
の
中
で
仲
間
と
助
け
合
う
楽
し
さ
を

知
り
、
在
日
外
国
人
小
学
生
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
友

情
を
深
め
、国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

南
の
島
独
特
の
文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　

３
月
27
日（
木
）
～
４
月
２
日（
水
）

●
場

所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
説
明
会

○
開
催
日
時　

２
月
23
日（
土
）・
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分

○
会
場　

オ
ク
タ
ー
ブ
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
四

丁
目
13-

８
）

●
定

員　

小
学
生
400
人（
小
学
２
年
生
～
６
年
生
、
外

国
人
小
学
生
を
含
む
）

●
申
込
締
切　

３
月
７
日（
金
）

●
参
加
費　

11
万
円

※
福
岡
空
港
、
北
九
州
空
港
発
の
料
金
で
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kskk.or.jp

●
申
込
・
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１

❖
「
プ
ラ
ネ
テ
ス
」

～
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
～

　

人
類
が
宇
宙
で
生
活
を
す
る
の
が
当
た
り
前
と
な
っ
た

２
０
７
５
年
。
長
年
に
わ
た
る
宇
宙
開
発
で
捨
て
ら
れ
て
き

た
人
工
衛
星
な
ど
の
「
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ（
宇
宙
ゴ
ミ
）」
が

人
間
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
星
野
八
郎
太

（
ハ
チ
マ
キ
）は
、
そ
ん
な
デ
ブ
リ
を
拾
い
集
め
る
回
収
員
の

一
人
。
あ
る
と
き
、
ハ
チ
マ
キ
は
仲
間
に
心
を
閉
ざ
し
続
け

る
ユ
ー
リ
に
い
ら
だ
ち
を
お
ぼ
え
、
衝
突
す
る
。
し
か
し
、

ユ
ー
リ
に
は
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
打

ち
明
け
た
く
な
い
秘
密
が
あ
っ
た

…
。
ユ
ー
リ
の
運
命
を
大
き
く
変

え
た
７
年
前
の
高
々
度
旅
客
機
事

故
。そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、

た
っ
た
１
つ
の
小
さ
な
「
ス
ペ
ー

ス
デ
ブ
リ
」
だ
っ
た
。

●
投
影
期
間　

平
成
20
年
２
月
11
日（
祝
）ま
で

※
投
影
時
刻
、
休
館
日
、
休
映
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
会

場　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

●
料

金　

一
般
600
円
、
４
歳
～
高
校
生
300
円

●
問
合
先　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

　
（
久
留
米
市
東
櫛
原
町
１
７
１
３
）

　

☎
０
９
４
２（
３
７
）５
５
６
６

❖
「
春
の
会
」
を
開
催
し
ま
す

　　

謡
曲
、
仕
舞
、
狂
言
の
各
流
合

同
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

２
月
３
日（
日
）・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場

所　

池
田
公
民
館

●
問
合
先　

中
間
市
謡
曲
連
盟

理
事
長
・
勝
原
宅

　

☎（
２
４
５
）１
５
３
１

❖
な
の
み
園
が
市
役
所
に
門
松
を
寄
贈

　

12
月
17
日
、
上
底
井
野
に
あ
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
な

の
み
園
か
ら
門
松
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

　

日
ご
ろ
地
元
の
み
な
さ
ん
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
お
礼
に
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
全
員
で
手
作
り
を
し
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
門
松
は
市
役
所
本
館

玄
関
前
に
飾
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市

役
所
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
一
度

み
て
く
だ
さ
い
。
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▶今回、「今年の抱負を聞かせてください」とカメラ
と画用紙を手に市内各所に出かけました。多くの人
に声をかけましたが、「写真はちょっと…」と断られ
ること数知れず。めげずに声をかけ続け、20組のみ
なさんに登場していただくことができました。快く
引き受けていただいたみなさん、本当にありがとう
ございました。���������������������������������������������（謙）
▶あけましておめでとうございます。思い返せば昨
年は日々締切に追われ続け瞬く間の一年でした。さ
て今年、中間市は市制50周年を迎えます。例年にな
く取材など忙しい年となる予感がしますが、限られ
た紙面の中でみなさんに読んでもらえるような広報
なかまを作っていきたいと思います。本年もどうぞ
よろしくお願いします。���������������������������������（新）

水道管の凍結を防ぐには、露出しているパイプにアルミ箔を巻き付けてテープ
で止めておくとよい。豆知識！役

に立つ

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

野
の ぐ ち

口 柚
ゆ ず は

羽 ちゃん

平成19年１月10日生（星ヶ丘）
野
の な か

中 春
しゅんご

護 ちゃん�
平成18年３月23日生（大根土）

落ちそうなホッペタがチャームポイ
ントの柚羽です。お父さんとお母さ
んの子どもに産まれてきてくれてあ
りがとう。これからもよろしくね。

犬が大好きで、お兄ちゃんの
優希（ゆうき）と良真（りょ
うま）と３人でわんぱく小ぞ
う。元気に大きくなってね。

作り方

①�豚肉は５㎝、ほうれん草は３㎝の
長さに、油揚げは２㎝幅に切る。
ねぎは１㎝幅の斜め切りに、にん
にくは薄切りにする
②�フライパンにサラダ油とにんにくを
入れて熱し、香りがたったら、豚肉、
ねぎを入れて焼く。肉の色が変わり、
ねぎに焼き色がついたら取り出す
③�②にめんつゆと水 150㎖を入れて
煮立て、ほうれん草を加えてさっ
と火を通す
④�③に取り出した②の具と油揚げを
加えて２～３分間煮て、最後にう
どんを入れて煮込む

エネルギー 425㎉

豚もも肉（薄切り）…50ℊ、ほ
うれん草…80ℊ、油揚げ…１
枚、白ねぎ…20ℊ、にんにく
…１/４かけ、めんつゆ（スト
レート）…150㎖、ゆでうどん
…１玉、サラダ油…小さじ１

なべ焼きうどん
（ガーリック風味）

材　料（１人分）

今月のおすすめ料理

中間市食生活改善推進会（緑の会）

　北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。

●日　時　１月19日（土）・午前11時～
●内　容　絵本の読み聞かせなど
●協　力　でんしょばと

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●
無愛想なアイドル

杉本りえ・作
　男みたいな格好をしていて、
スポーツ万能。誰とも友だち
になろうとしない。あだ名は
超人男姫。でも、実は顔はか
わいい。世界で一番、近づき
たくない女の子。の、はずな
んだけど…。

しゃばけ読本
畠中恵　柴田ゆう・著

　妖怪人情推理帳「しゃばけ」
シリーズのナビゲートブック。
畠中・柴田コンビが明かす秘話
や創作講義、人気キャラたちの
知られざる素顔、テレビドラマ
ロケ現場潜入レポート、手越祐
也と畠中恵の対談などを収録

　12 月２日に埴生神社で
結婚式を行った末藤隆志
さんと竹下美智さんです。
29 年間を中間市で過ごし
てきた美智さんは、結婚
式を埴生神社で行うこと
が小さいころからの夢だ
ったそうです。
美智さんの大親友である
松本友佳さん、中山愛子
さんからお便りをいただ
きました。
幸せになってくださいね。

 埴生神社で結婚式
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扌
市
内
で
昨
年
２
月
２
日
積
雪
。
日
ご
ろ
見
慣
れ
ぬ
白
い
景
色
。

古紙配合率100％
再生紙使用
古紙配合率 100％
再生紙使用

■発行　福岡県中間市役所　　■編集　総務課広報広聴係
　〒 809‐8501 福岡県中間市中間一丁目１番１号
　TEL  093（244）1111　FAX  093（245）5598　
■ http://www.city.nakama.fukuoka. jp/
■webmaster@city.nakama.fukuoka. jp

■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約 26 円です

俳　

句

永
山　　
篁　

選

鬼
の
留
守
狙
っ
て
鬼
が
や
っ
て
く
る

	

朝
霧
二
丁
目	

松　

下　

未
代
子

参
観
日
背
中
に
母
の
力
添
え

	

土
手
ノ
内
一
丁
目	

吉　

富　
　
　

廣

意
気
込
み
も
歳
を
と
る
ほ
ど
丸
く
な
る

	

弥
生
一
丁
目	

福　

田　

敏　

子

平
均
寿
命
越
し
た
ぞ
後
は
丸
儲
け

	

太
賀
四
丁
目	

和　

田　

澄　

雄

健
康
を
貰
う
側
溝
缶
拾
い

	

通
谷
五
丁
目	

浜　

下　

ス
ミ
ヱ

釣
り
上
げ
て
手て

窪く
ぼ

に
躍お

ど

る
若
鮎
が
西
瓜
に
似
た
る
香
り
ふ
り
ま
く

	

深
坂
一
丁
目	

浜　

口　

秋　

雄

車
椅
子
夫つ

ま

に
押
さ
れ
て
渡
り
ゆ
く
九
重
吊
橋
紅
葉
の
渓
を

	

通
谷
四
丁
目	

一　

色　

ト
モ
子

花
籠
に
つ
ゆ
草
紫し

苑お
ん

挿
し
そ
へ
て
清
涼
の
秋
吾
は
し
つ
ら
ふ

	

通
谷
一
丁
目	

宮　

崎　

弥　

生

せ
が
ま
れ
て
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
読
み
お
れ
ば
い
つ
し
か
幼お

さ
な
ご児
膝
に
眠
り
ぬ

	

垣
生　

	

勝　

原　

た
か
子

沖
縄
の
空
を
恋
う
が
に
真し

ん

紅く

な
る
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
あ
ざ
や
け
し

	

砂
山	

長　

野　

稔　

美

風
荒
び
一
気
に
冬
の
到
来
す

	

中
鶴
一
丁
目	

平　

野　

静　

子

老
骨
の
二
人
の
日
向
ぼ
こ
り
か
な

	

通
谷
一
丁
目	

石　

松　

梅　

子

華
や
ぎ
の
席
に
招
か
れ
菊
日
和

	

底
井
野	

小　

林　

香　

子

露
け
し
や
永
久
の
旅
路
へ
又
ひ
と
り

	

長
津
二
丁
目	

安　

倍　

砂　

子

地
芝
居
の
切
ら
れ
上
手
な
役
者
か
な

	

太
賀
二
丁
目	

池　

田　
　
　

馨

川　

柳

古
谷
龍
太
郎　

選

表紙
説明

短　

歌

岡
部
嘉
明　

選

中
間
市
歌
人
協
会

広報なかま11月 10日号で干支家族の募集をしたところ、３世代
にわたり子年生まれの片山さんご一家から応募いただきました。そ
れぞれが今年の抱負を胸に掲げ表紙を飾っていただきました。


